
図1　ラズパイを使って磁気の強さを可視化する「2D磁気ビュー・カメラ」を作る
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（a）磁気カメラで測定する磁石 （b）磁気軸プロット（Z軸）表示

100 円ショップで購入した強
力マグネット．ALS31313 は
±2000 G（±200 mT）の 範
囲で測定可能なので，このよ
うな強力磁石の測定も可能

使用した 3 軸磁気センサの 1 つの軸
の強度のみを 3 次元グラフに表示す
る．このグラフは Z 軸の強度グラフ
を表示したもの．plotly を用いるとマ
ウスを使ってあらゆる方向からプロッ
トした 3次元グラフを表示できる
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製作するもの…磁気を可視化する 
ラズパイ製「2D磁気ビュー・カメラ」

　本稿では，ラズベリー・パイ（Raspberry Pi，以下，
ラズパイ）を用いて磁気の強さを可視化する「磁気
ビュー・カメラ」の製作に挑戦します（図1，図2）．
　磁気計測を行う原理や方法は数多くあります（図3）．
私たちが容易に入手できるホール素子や磁気抵抗セ
ンサを用いると，地磁気から磁石の磁気を測定でき
ます．
　今回は±2000ガウス［G］までの磁束密度を計測で
きる3軸ホール素子磁気センサALS31313KLEATR
−2000（Allegro MicroSystem，以下ALS31313）を使

用して平面的な磁気状態を観察する「磁気ビュー・
カメラ」を製作しました（図4）．

大まかな構想

● 2次元平面の磁束密度を取得するために…センサ
を1列に配置した基板をモータで動かしてスキャン
　磁気センサを1個使用すれば，センサを置いた位置（1
点）の磁束密度を計測できます．複数の磁気センサを
面状に配置すれば，2次元（画像）の磁気状態を観察で
きる，「2D磁気ビュー・カメラ（以降，磁気カメラ）」
装置を作ることができます．
　当初は，磁気センサを大量に購入して2次元的に配
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